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 １．計画策定の意義 

 

快適で潤いに満ち、自然溢れる環境のもとで生活していくことは、町民全ての総

意です。この生活環境を創造していくためには、大量生産・大量消費・大量廃棄に

象徴される社会経済やライフスタイルを見直し、循環型の廃棄物処理体制を構築し

ていく必要があり、自然環境を維持するうえで、廃棄物を排出する主体が、各々の

立場でその役割を認識し、履行していくことが重要である。 

現在、廃棄物処理施設や最終処分場の確保は非常に困難となってきており、廃棄

物処理を取り巻く環境は、極めて厳しい状況にある。 

このような状況の中、本町の可燃ごみ処理については、「遠紋ブロックごみ処理広

域化基本計画」に基づき、平成１４年１２月から遠軽町の焼却施設において処理を

行っているが、最終処分場の残余容量や資源保護の問題などに対応する必要性から、

ごみの減量化・再資源化の推進は、重要な課題となっている。 

本計画は、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（以下「容

器包装リサイクル法」という。）第８条に基づき、一般廃棄物の大部分を占める容

器包装廃棄物を分別収集することにより、地域における容器包装廃棄物の３R（リ

デュース、リユース、リサイクル）を推進し、最終処分量の減量化と町民・事業者・

行政が各々の役割を明確にすることで、具体的な推進方策を明らかにすると共に、

これを公表することにより、関係者が一体となって取り組むべき方針を示したもの

である。 

本計画の遂行により、容器包装廃棄物の３R を推進し、廃棄物の減量や最終処分

場の延命化、資源の有効利用が図られ、循環型社会の形成に寄与するものである。 

 

 

 ２．基本的方向 

 

 本計画を実施するにあたっての基本的方向を以下に示す。 

  ・ごみの排出抑制、リサイクルを基本とした地域社会の形成 

  ・全ての関係者が一体となった取り組みによる環境負荷の低減 

  ・町民参加によるリサイクル運動の積極的な推進 

 

 

３．計画期間 

 

本計画の計画期間は、平成２９年４月を始期とする５年間とし、３年毎に見直し

を行う。 
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 ４．対象品目 

 

本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容

器（無色、茶色、その他）、飲料用紙製容器、段ボール、紙製容器包装、ペットボ

トル、プラスチック製容器包装を対象とする。 

 

 

５．各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号） 

 

                              （単位：ｔ／年） 

 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 

容器包装廃棄物 575.85 566.13 556.20 546.38 536.34 

 

 

 ６．容器包装廃棄物の排出の抑制を促進するための方策に関する事項 

                            （法第８条第２項第２号） 

 

容器包装廃棄物の排出抑制のため、町民、事業者、行政がそれぞれの立場から役

割を分担し、相互に協力・連携を図りながら次の各種事業を推進する。 

 

（１）町民の役割 

① ごみ問題を意識した購買や物を大切にする心掛け、不用品の有効活用などの

ライフスタイルの見直し 

② 使い捨て商品の使用の自粛、再生品の利用拡大などのごみ減量化・リサイク

ルに適した商品の購入 

③ 簡素な包装の商品の選択、買い物袋の持参などの簡易包装に対する協力 

 

（２）事業者の役割 

① リサイクルしやすい包装資材の使用、商品の包装に対する自主基準の設定な

どの流通、販売段階での簡易包装の推進 

② 減量化、リサイクルに適した商品の積極的な普及やＰＲ 

③ 空きびんや牛乳パックの回収容器設置などの販売した商品の自主回収の促進 

 

（３）行政の役割 

① ごみ減量化やリサイクルについての情報を、町広報やホームページ、チラシ

などにより町民や事業者に周知する。 

② ごみと容器包装廃棄物の区分を徹底し、ごみの減量化とリサイクル推進体制

の充実を図る。 

③ 容器包装廃棄物を排出するステーションかごの作成、補修に対する支援を行

い、清潔で整頓された環境を整備する。 
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７．分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収 

 集に係る分別の区分（法第８条第２項第３号） 

 

分別収集する容器包装廃棄物の種類を下表左欄のようにし、収集に係る分別の区

分を下表右欄のとおりとする。 

 

分別収集する容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 

主としスチール製の容器 

主としてアルミ製の容器 
缶 

主として    無色のガラス製容器 

ガラス製    茶色のガラス製容器 

の容器     その他のガラス製容器 

ガラスびん 

主として紙製の容器であって、飲料を充填する

ためのもの（原材料としてアルミニウムが利用

されているものを除く。） 

飲料用紙パック 

主として段ボール製の容器 段ボール 

主としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）

製の容器であって、飲料又は醤油等を充填する

ためのもの 

ペットボトル 

主としてプラスチック製の容器包装であって、

上記以外のもの 

ペットボトル、白色トレイ以外

のプラスチック製容器包装 

 

 

８．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器

包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み 

                          （法第８条第２項第４号） 

 

  別紙のとおり 
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９．各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器

包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算

定方法 

 

   特定分別基準適合物等の量及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する

主務省令で定める物の量の見込み 

   ＝ 直近年度（平成２７年度）の分別基準適合物等の収集実績 × 人口変動率 

 

   また、人口変動率は、町の人口推移データにより、次のとおり設定した。 

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 

5,277 人 

98.88％ 

5,188 人 

98.31％ 

5,097 人 

98.25％ 

5,007 人 

98.23％ 

4,915 人 

98.16％ 

   上段：予想人口 下段：対前年度比 

 

 

 10．分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号） 

 

 分別収集は、現行の収集体制を活用して行う。 

 収集した容器包装廃棄物については、町の施設で一時保管し、その後定期的に遠

軽地区広域組合リサイクルセンターへ搬出する。 

  分別収集体制を以下の表に示す。 

 

容器包装廃棄物の種類 
収集に係る 

分別の区分 
収集・運搬段階 選別・保管等段階 

主としてスチール製の容器 
缶類 

委託業者による収集運

搬（本町にて収集後一

時保管） 

遠軽地区広域組合 

リサイクルセンター 
主としてアルミ製の容器 

主として 

ガラス製

の容器 

無色のガラス製容器 

びん類 〟 
遠軽地区広域組合 

リサイクルセンター 
茶色のガラス製容器 

その他のガラス製容器 

飲料用紙製容器 紙パック 〟 民間業者 

段ボール 段ボール 〟 民間業者 

ペットボトル ペットボトル 〟 
遠軽地区広域組合 

リサイクルセンター 

ペットボトル、白色トレイ以外の

プラスチック容器包装 

その他プラスチッ

ク製容器包装 
〟 

遠軽地区広域組合 

リサイクルセンター 
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11．分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号） 

 

   缶類、びん類、ペットボトル、その他プラスチック製容器包装については、遠軽

地区広域組合リサイクルセンターで選別、保管する。 

   紙パック、段ボールは民間業者へ引き渡す。 

 

分別収集する容器包装廃棄

物の種類 

収集に係る 

分別の区分 
収集容器 収集車 中間処理 

主としてスチール製の容器 

缶類 袋 
平ボディ 

トラック 

遠軽地区広域組合 

リサイクルセンター 
主としてアルミ製の容器 

無色のガラス製容器 

びん類 〟 〟 〟 茶色のガラス製容器 

その他のガラス製容器 

飲料用紙製容器 紙パック 紐で結ぶ 〟 － 

段ボール 段ボール 〟 〟 － 

ペットボトル ペットボトル 袋 〟 
遠軽地区広域組合 

リサイクルセンター 

ペットボトル、白色トレイ

以外のプラスチック容器包

装 

その他プラスチッ

ク製容器包装 
〟 〟 〟 

 

 

12．その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

 

本計画をより実行性のあるものとするため、次の取り組みを推進する。 

 

・分別収集を効率的かつ円滑に進めて行くための推進体制の整備強化を図る。 

・町民や事業者のリサイクル意識の高揚を図るため、広報やホームページ、チラシ

などによる啓発に努める。 

・毎年度、分別収集計画にある記載事項の実績を確認、記録し、３年後の計画改定

時には、事後評価を行うこととする。 

 

 

 



別紙

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

14.09ｔ 0.00ｔ 13.85ｔ 0.00ｔ 13.61ｔ 0.00ｔ 13.37ｔ 0.00ｔ 13.12ｔ 0.00ｔ

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

18.74ｔ 0.00ｔ 18.42ｔ 0.00ｔ 18.10ｔ 0.00ｔ 17.78ｔ 0.00ｔ 17.45ｔ 0.00ｔ

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

7.17ｔ 0.00ｔ 7.05ｔ 0.00ｔ 6.93ｔ 0.00ｔ 6.81ｔ 0.00ｔ 6.68ｔ 0.00ｔ

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

- - - - - - - - - -

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

17.88ｔ 0.00ｔ 17.58ｔ 0.00ｔ 17.27ｔ 0.00ｔ 16.96ｔ 0.00ｔ 16.65ｔ 0.00ｔ

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

40.48ｔ 2.95ｔ 39.80ｔ 2.90ｔ 39.10ｔ 2.85ｔ 38.41ｔ 2.80ｔ 37.70ｔ 2.75ｔ

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

0.00ｔ 0.00ｔ 0.00ｔ 0.00ｔ 0.00ｔ 0.00ｔ 0.00ｔ 0.00ｔ 0.00ｔ 0.00ｔ

６

2.37ｔ 2.33ｔ

（合計） （合計） （合計）

50.69ｔ

2.49ｔ 2.45ｔ 2.41ｔ

（合計） （合計）

49.83ｔ 48.96ｔ 48.09ｔ 47.21ｔ

6.81ｔ 6.68ｔ

13.12ｔ

18.10ｔ

7.05ｔ 6.93ｔ

13.85ｔ 13.61ｔ

（合計）（合計）

7.17ｔ

0.00ｔ 0.00ｔ 0.00ｔ 0.00ｔ

（合計） （合計） （合計）

（合計） （合計） （合計） （合計）

（合計）

42.70ｔ 41.95ｔ 41.21ｔ 40.45ｔ

（合計） （合計） （合計） （合計）

17.58ｔ 17.27ｔ 16.96ｔ 16.65ｔ

（合計） （合計） （合計）

- - - -

10.79ｔ 10.59ｔ

（合計） （合計）

17.45ｔ

（合計） （合計）

17.78ｔ

（合計）

主として紙製の容器
であって飲料を充て
んするもの（原材料
としてアルミニウム
が利用されているも
のを除く。）

主として段ボール製
の容器

主として紙製の容器
包装であって上記以
外のもの

主としてポリエチレ
ンテレフタレート
（PET)製の容器で
あって飲料又はしょ
うゆその他主務大臣
が定める商品を充て
んするためのもの

13.37ｔ

（合計） （合計）

18.42ｔ

（合計）（合計）

-

（合計）

17.88ｔ

0.00ｔ（うち白
色トレ
イ）

主としてプラスチッ
ク製の容器包装で
あって上記以外のも
の

（合計）

43.43ｔ

主としてスチール製
の容器

主としてアルミ製の
容器

無色のガラス製容器

茶色のガラス製容器

その他のガラス製容
器

（合計）

14.09ｔ

（合計）

18.74ｔ

８　各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び
　容器包装法リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見
　込み

33年度

9.62ｔ

11.37ｔ

9.46ｔ 9.29ｔ 9.13ｔ 8.96ｔ

11.18ｔ 10.98ｔ

29年度 30年度 31年度 32年度

（法第８条第２項第４号）
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